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HIRE=E WB 1:500-1:2000,IHC 1:50-1:500,ICC 1:100-1:500,IP 1:20-1:50
RFE 70kDa
miREH
BzF2 p7S6 Kinase (Phospho-Ser 411)
11k 70 kDa ribosomal protein S6 kinase 2 antibody</br> EC 2.7.11.1 antibody</br>

KS6B2 HUMAN antibody</br> p70 beta antibody</br> p70 ribosomal S6 kinase beta
antibody</br> p70 S6 kinase beta antibody</br> p70 S6K-beta antibody</br> p70 S6KB
antibody</br> p70 S6Kbeta antibody</br> p70(S6K) beta antibody</br> p70-beta
antibody</br> p70-S6K 2 antibody</br> P70S6K2 antibody </br> p70S6Kb antibody </br>
Ribosomal protein S6 kinase 70kDa, polypeptide 2 antibody</br> Ribosomal protein S6
kinase beta 2 antibody</br> Ribosomal protein S6 kinase beta-2 antibody</br> Rps6kb2
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antibody</br> S6 kinase related kinase antibody</br> S6 kinase-related kinase
antibody</br> S6K beta 2 antibody</br> S6K beta antibody</br> S6K-beta antibody </br>
S6K-beta-2 antibody</br> S6K2 antibody</br> Serine/threonine protein kinase 14 beta
antibody</br> Serine/threonine-protein kinase 14B antibody</br> SRK antibody</br>

STK14B antibody </br>
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	製品名: p7S6キナーゼ（リン酸化Ser 411）マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	シグナル伝達における主要な制御経路を解明する研究において、複数のタンパク質セリン/スレオニン（Ser/Thr）キナーゼが同定されています。これらのキナーゼには、動物の体細胞に存在する40Sリボソームタンパク質S6 Ser/Thrキナーゼの2つの異なるファミリー、すなわちp70 S6キナーゼとp90 Rskキナーゼが含まれます。p90 Rskキナーゼは、培養細胞に成長因子またはホルボールエステルを添加し、続いてp70 S6キナーゼを活性化すると、数分以内に最大限に活性化されます。両酵素はセリン/スレオニンリン酸化によって制御されるため、シグナル伝達経路の上流にこれらのキナーゼを制御する特定のキナーゼが存在する可能性が示唆されています。実際、そのような活性化酵素ファミリーの1つにERK MAPキナーゼファミリーのメンバーが含まれることが示唆されています。 ERK MAP キナーゼは、MEK と呼ばれるタンパク質キナーゼによるトレオニンおよびチロシン残基のリン酸化によって制御されます。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	未処理（A, D）、インスリン処理（B, E）、インスリン処理およびラムダプロテインホスファターゼ処理（C, F）したHEK293全細胞ライセートにおけるp70 S6キナーゼαのリン酸化のウェスタンブロット解析。試験した抗体は、p-p70 S6キナーゼα（A-6）（A, B, C）およびp70 S6キナーゼα（C-18）（D, E, F）である。
	

	アニソマイシン処理・メタノール固定NIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。活性化p70 S6キナーゼαの細胞質および核への局在を示す（A）。ホルマリン固定・パラフィン包埋ヒト食道組織の免疫ペルオキシダーゼ染色。扁平上皮細胞の核染色を示す（B）。

